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地域の教室に求められていること 

     米勢
よ ね せ

 治子
は る こ

 （東海日本語ネットワーク・浜松学院大学）  

 

 

１．なぜ“ボランティア”か？ 

課題１ 

日本語支援についての声 

「資格を持つ先生を雇って、しっかりとした教室を開くのが理想的だが、 

財政の問題や人材の確保が難しいなどの問題があり、理想がなかなか実現されない」 

 

だから→ボランティアを安価な日本語教師として育成 …“ボランティアさん、がんばって！” 

でも →ボランティア養成講座で養成可能なのは、もともと資質のあるごく少数の人 

そして→ボランティアの序列化 …排除されるボランティア 

 

課題２ 

日本語ができるようになっても、日本社会が変わらない限り、快適に暮らせない 
 

              日本語能力の向上 ＜ 交流 → 多文化共生の地域づくり 

              優秀な指導者     ＜ 一人でも多くの日本人住民の参加 
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図１ 地域日本語教育（日本語教育学会 2008,2009）
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３．地域日本語教室の活動方法～養成講座の内容から見えてきたもの～ 

 

図２ 講座内容の多様性（日本語教育学会 2009） 

 

 

４．「対話中心の活動」の勧め 

☆「教える」ことをやめよう！ 

「教えられない」ボランティアの存在 ／「教える－教えられる」非対等な関係性 

 

☆「対話する」ことが言語能力を伸ばす！ 

100回の練習より真のコミュニケーション ／ 個人にかかわることが心に残る 

 

 

５．学校型から地域型へ 『外国人と対話しよう！にほんごボランティア手帖』（凡人社）より 

☆ 教授型→対話型 

     
 

☆ ペア→グループ 
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 ☆ 地域型日本語教室 ４つの形態 
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６．教室の“質”とは？ ～コーディネータの役割と必要性～ 

①会話パートナー（KP）：ボランティア 

②日本語コーディネータ（NC）･･･学習活動促進：ファシリテータ／アドバイザー 

③教室コーディネータ（KC）･･･教室管理運営：教室主催者 

④システム・コーディネータ（SC）･･･支援システム運営 

 

 

 

☆ 取り組み事例 

・保見ヶ丘日本語教室 HOMIGO（保見ヶ丘国際交流センター） 

・にほんごカフェ（浜松学院大学←文部科学省委託事業） 

・とよた日本語学習支援システム（名古屋大学←豊田市委託事業） 
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